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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、多種な観測データに基づき、赤外線背景放射(CIB)の解析を進めて
行くことである。そのなかで基盤となるロケット実験CIBERのデータ解析に関しては、最終的なCIB超過のスペク
トルを得た論文をはじめ、それに至るための銀河光スペクトルや星スペクトルについて論文化することができ
た。加えて、ハッブル宇宙望遠鏡、NASAの人工衛星COBE/DIRBE、赤外線宇宙望遠鏡IRTSなどのデータを用いた解
析結果も論文化することができ、本研究計画の目的である、多様な観測データを用いて多角的にCIBの起源に迫
る研究を推進することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to analyze the data obtained by many kinds of
 telescopes to obtain the Cosmic Infrared Background (CIB). In this project, we analyzed the data 
obtained by the sounding rocket project CIBER, and we successfully obtained the spectrum of the CIB 
excess based on our preceding results of the Diffuse Galactic Light spectrum and stellar spectra by 
CIBER. In addition, we published the result by using the Hubble Space Telescope, NASA's astronomical
 satellite COBE/DIRBE, and the Japanese space infrared space telescope IRTS. In conclusion, we 
accomplish the goal of this project by obtaining the results of CIB spectra from many kinds of 
instruments.

研究分野：赤外線天文学
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１．研究開始当初の背景 
 宇宙赤外線背景放射 (Cosmic Infrared 
Background, CIB) とは、赤外線での空の輝
度のうち、黄道光や銀河系内の輝度など既知
の前景成分を取り除いても尚残る成分のこ
とである。今までの人工衛星による観測から、
銀河の積算では説明できない CIB の超過成
分が 1µm 帯で確認され、それと赤方偏移
z~10 における第一世代天体の大規模星形成
との関連が示唆されていた。もしこの関連が
正しいとするなら、宇宙の暗黒時代の観測的
研究を切り拓く重大な発見であるが、CIB 自
身より 10 倍ほど明るい前景の黄道光の差し
引きの困難さ等のため、CIB の観測には不定
性がつきまとう。このように CIB の絶対値
はどれほどで、その原因は何かという問題は
決着が付いておらず、この問題を解決する事
は宇宙進化を理解するうえで急務となって
いる。 
 
２．研究の目的 
 CIBの起源と性質、特にそれと初期宇宙で
の大規模星形成との関連を明らかにするた
め、今まで独自の観測計画の中で、人工衛星
(IRTS、あかり、Spitzer、Hubble)、観測ロ
ケット(CIBER)、地上大型望遠鏡(すばる) を
用いてデータを集積してきている。これらの
データは CIB のスペクトルおよび空間的ゆ
らぎを含み、異なる観測装置による相補的な
データセットとなっている点が大きな特徴
である。本研究計画では、これらを有効に組
み合わせながら解析を進める事で、CIB の起
源を明らかにする事を通して、初期宇宙にお
ける星形成史の観測的研究を切り拓く事を
目指す。 
 
３．研究の方法 
 過去４回におよぶロケット実験 CIBER で
取得したデータに加え、IRTS や「あかり」
などの人工衛星によって取得したデータな
どを保有している。平成 25 年度までは、
CIBER の打ち上げ観測の実施等、主にデータ
取得に重きをおいて研究活動を進めてきた。
本研究計画では、それらのデータからいよい
よ科学成果を創出する段階に入った。具体的
には、CIBER で得られた観測データを中心に、
IRTS や「あかり」、NASA の観測衛星であるハ
ッブル宇宙望遠鏡や COBE/DIRBE などのデー
タも併せて解析することで、ロケット観測と
人工衛星の弱点を補い、多波長で CIB のデー
タ解析を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究計画の最大の成果は、ロケット実験
CIBERの観測データからCIBスペクトル(図１, 
Matsuura,Tsumura et al.2017)と空間的ゆら
ぎ(Zemcov,Tsumura et al.2014)を世界で初
めて導出できたことである。それに至る過程
において、CIB 前景となる銀河光のスペクト
ル(Arai,Tsumura et al.2015)や星のスペク

トル (Kim,Tsumura et al.2017) の導出など、
CIBER のデータを総合的に解析を進めること
で、複数の連続的な科学成果を導出すること
ができた。 
 加えて、日本の宇宙赤外線望遠鏡 IRTS に
よる CIB 再解析の結果(Matsumoto,Tsumura 
et al.2015)、NASA の宇宙望遠鏡 COBE/DIRBE
の結果(Sano,Tsumura et al.2016)、ハッブ
ル宇宙望遠鏡の結果(Kawara,Tsumura et 
al.2017)なども論文化し、多様なデータセッ
トを用いた多角的にCIBのデータ解析を進め
るという本研究計画の目的を達成できたと
思う。 
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